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目  的 

 現在，我が国の放送形態は完全ディジタル化を前に急速に多チャンネル化が進んできて

いる．そこでの制作側の問題は，慢性的なコンテンツ不足，人材不足，資金不足といった
問題であるのは言うまでもない．そのため，本研究では，ラジオ番組制作者が創造活動を

行う環境において，これまでに制作されたラジオ番組の進行表や台本などのあらゆる文書

データを再利用することで，新たなコンテンツ生成に向けての制作者の内省的思考活動の
促進を支援するシステムを構築した． 

 
方  法 
 初めに，収集可能であったラジオ番組台本，述べ 938 本の台本をテクストとして捉え，

テクスト分析の理論を用いてその中で特徴となる要素を抽出した．第二に，制作者の内省

を分析するために定性的な観察実験とインタビューを行った．対象はラジオ番組制作とし，
観察実験ではプロの番組制作者を被験者とした．次に，その結果に基づき，番組制作の創

造活動における基礎的な構造を明確化し，計算機上にシステムを構築した． 

 
結  果 

 プロの番組制作者の思考過程には，放送月や時間帯の他，各枠のテーマが主たる要因と
なって，番組の内容を創り上げていることがわかった．また，番組の内容は，言語表現の

粒度により 5 種類の意味属性（Season/Symbol/Location/Event/Imagery）に分けることは

できた．それらを用いて，ラジオ番組制作者のための創造支援システム“miwa radio” 
(Multimedia Information Wizard Application for Radio program design by Knowledge 

Nebula Crystallizer)を構築した．“miwa radio”は得られた文書データを液状化の定義 
に従って取り込み，結晶化の定義に従いユーザである番組制作者に提示することで創造過
程を支援する．観察実験の分析結果およびプロの番組制作者との議論を通して，システム

の有効性の検討を行った．本研究はラジオ番組制作者の創造過程を支援するための方法お

よびシステムのあり方についてのひとつの方向性を与えたと考える． 
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